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❷ 

「子ども子育て支援事業」 

」 

「福祉の担い手づくり事業」 

 

「困窮者支援（フードバンク）事業」 

 

令和 7年度実施事業の一部を紹介します。 

「生活支援事業」 

 

「地域交流事業」 

家事援助活動は年間で 33件の依頼が

ありました。窓やエアコンの清掃、換気扇掃

除、除草作業などを行いました。 

福祉まつり 2025 では、約 350名の来場

者で賑わい、地域の方々やさまざまな団体

が交流する場となりました。 

小中学校への出前講座や、高校生へ

のボランティア養成講座をとおして、福祉

に関する体験・啓発活動を行いました。 

7月と 12月にフードバンクを実施しました。 

ご寄付でいただいたお米・食品・生活用品

などを、延べ 56世帯に配布しました。 

子どもたちの農業体験活動として、種まき・

苗植え・収穫・販売まで、年間をとおした取り

組みを行いました。 

「就労継続支援Ｂ型事業」 

ともだち作業所では、企業の下請け作業、

アルミ缶のプレス作業、農作業など幅広い就

労を行いました。 

令和 7年度 
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❸ 

「受託事業（放課後児童対策事業）」 

 

学童保育の開所日数は 243 日、延べ

20,180 名の児童が利用しました。各学

童にて、マジックショーを開催しました。 

「団体活動支援事業」 

老人クラブ連合会、身体

障害者福祉会、手をつなぐ

親の会、ひとり親家庭福祉会

など福祉団体への活動支援

をしました。 

「募金活動事業」 

 

赤い羽根共同募金、歳末たすけあい募金、

災害義援金募金活動を行い、赤い羽根共同

募金では、街頭にて募金を呼びかけました。 

令和 7年度  

決算報告 

※当期末支払資金残高 24,108,135 円 

科　　目 決算額（円）

会費収入 1,133,800

寄附金収入 939,853

経常経費補助金収入 46,645,040

受託金収入 27,006,911

貸付事業収入 108,837

事業収入 11,736,500

就労支援事業収入 5,006,190

障害福祉サービス等事業収入 29,480,040

受取利息配当金収入 178,395

その他の収入 41,395

拠点区分間繰入金収入 1,351,000

サービス区分間繰入金収入 288,000

その他の活動による収入 △435,381

前期末支払資金残高 18,903,991

収入計 142,384,571

収入の部

科　　目 決算額（円）

人件費支出 75,357,819

事業費支出 8,864,327

事務費支出 12,450,624

就労支援事業支出 5,006,190

貸付事業支出 121,837

共同募金配分金事業費 1,676,958

助成金支出 2,195,267

負担金支出 10,000

積立資産支出 8,746,370

拠点区分間繰入金支出 1,351,000

サービス区分間繰入金支出 288,000

その他の活動による支出 2,208,044

支出計 118,276,436

支出の部

※その他の活動による収入は過年度に計上した

収入を修正した 
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◇ 訪問期間 

7月 13日（月）～7月 31日（金） 
 

   
 

❹ 

災害ボランティア養成事業 

災害先進地視察研修ツアー 

◇ 実施日時 

8 月6 日（木） 

午前 6時 30分 グリーンパークもてぎ 集合 

午前 10時 30分～ 施設見学（約 2時間） 

午後 1時～ 昼食・その他（約 1時間） 

午後 5時 グリーンパークもてぎ 解散 

◇ 場所  

東京消防庁本所防災館（研修） 

東京スカイツリー周辺（昼食） 

◇ 参加対象者 

茂木町民および関係機関、団体より定員 20名 

◇ 参加費 無料 

◇ 申し込み 7月24日（金）までに社協 HP、SNSや

電話にて社会福祉協議会へお申し込みください。 

◇ 東京消防庁本所防災館とは… 
防災館（都民防災教育センター）は、都民の安全

な暮らしを目指し、楽しみながら地震の揺れの体験、

初期消火や応急救護、火災の煙からの避難要領な

ど、防災に関する知識や技術を学べる体験施設です。 

▲暴風雨体験コーナー 

茂木町内で活動しているさまざまなボランティア活動をご紹介

しています。ボランティアをやってみたい、どんなボランティアが

あるか知りたい方はぜひお問い合わせください！ 

非常時の見守り訪問がはじまります 

地域で活動するボランティアが、近所の高齢者のご自宅を訪問し、災害時の

備えの呼びかけも兼ねて見守り訪問を実施します。非常時にも地域住民同士で

気にかけることのできる関係、地域づくりを担います。 

◇ 活動内容 

 ボランティアが近所の高齢者宅を訪問し、災害時の備えの

チラシと非常食を配付しながら現在の困りごとを中心に聞き取

りし、見守り訪問いたします 

ボランティア大募集！ 

災害ボランティア養成事業とは 
身近に潜む災害リスクを学び、災害時の協力者を増やすための事業です。 

「東京消防庁本所防災館」で 本格防災体験！ 
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❺ 

赤い羽根共同募金   の 

「手づくり募金箱をつくろう」 

コンクール 
◎入賞について 

最優秀作品（１名ずつ） 
＜賞状・QUO カード・ボールペン＞ 

優秀作品（２名ずつ） 
＜賞状・QUO カード・ボールペン＞ 

佳作（３名ずつ） 
＜賞状・記念品等＞ 

◎使いみち 

赤い羽根共同募金は、茂木町の福祉活動の

ために集められる資金です 

応募された募金箱を使って、多くの方々から

寄付を募り、活動を PR してまいります 

  

◎応募資格 

・茂木町に住む方 

・茂木町に通勤、通学する方 

  

◎応募作品 

①エコ・手作り部門 

・赤い羽根共同募金を PR するとともに、資源を再

利用したものや、作り手の工夫が感じられる作品 

②からくり部門 

・赤い羽根共同募金を PR するとともに、募金する

際に仕掛け（からくり）の工夫がある作品 

◎選考・表彰 

◎応募方法 

１，「応募用紙」に必要事項を記入のうえ、制

作した募金箱にテープなどで貼り付けし、応募

期間内に社会福祉協議会へ提出すること（応

募用紙は各小中学校へ配付、または HP にて

ダウンロードできます） 

２，公式 LINE へ必要事項（氏名、年齢、電話番

号、住所）、および全体、前、後ろの写真を投稿 

 

福祉まつり 2026にて選考会を実施します 

表彰は 12月中に案内します 

  

▼令和 7年度応募作品 

  

応募期間 

９月 30日 

〆切 

◇ 応募のきまり 

   応募者は次の条件を満たしたものを制作する 

① 材料―自由 

※ 募金運動期間中に設置しても壊れにくいものとする 

② お金が入れられるように募金口及び取出口を設ける 

③ 大きさは縦・横・奥行きの和が 100ｃｍ以内のもの 

形は自由だが、自立できるもの 

 ④ 作品の中に A「赤い羽根」のロゴマークまたは、B「愛ちゃ

んと希望くん」のキャラクター、C「赤い羽根共同募金」の

文字のいずれかが使われていること（重複可） 

※ 自由な素材で作成してください 

 ⑤ 既存のアニメや漫画等のキャラクターが使用されていな

いこと 

 ⑥ 部門につき、1点ずつ応募ができる 

第２回 
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❻ 

 

◇ 日  時 ８月22 日（土） 

午後４時～午後７時 

◇ 場  所 元気アップ館裏庭、なかよし館 

◇ イベント （参加費―無料） 

 午後５時～午後５時３０分 スイカ割り 

 午後６時～午後６時３０分 流しそうめん 

 午後６時３０分～午後７時 花火 

◇ 販  売 ともだち作業所の製品、飲み物 

◇ 保護者や地域の皆さまへ 

  プレーパークもてぎは、子どもだけではなく、地域の

人たちが気軽に集い、過ごすことのできる居場所です。

ぜひ、お立ち寄りください。 

 

◆ 開設スケジュールについて 

 令和 8 年度よりイベント型の開催

方式に変更しました 

◆ 今後の実施予定日 

  ① 福祉まつり特設（10/31） 

  ② たき火であったかグルメ（1/30） 

    ←詳細は Instagram にて 

            お知らせしていきます 

 

今年も福祉まつりを実施します。福祉まつりに参加いただ

き、会場を大いに盛り上げていきましょう！！ 

参加の概要の詳細は、ホームページをご覧ください 

販売等の内容は、参加団体の希望で自由ですが、売り上げの一部を募金

の形でご寄付いただきます（内容によっては調整させていただきます） 

※社協から活動助成を受けている団体には参加の案内をさせていただきます 

詳細な内容については後日、お知らせします 

福祉まつり  

１０/３１  開催決定！  

10：00～12：00 

土 

2 0 2 6
～すべての人とつながる福祉まつり～ 

参加費 
無料 

協力団体を

募集します
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◇ 日常生活自立支援事業(あすてらす)とは？ 

認知症の高齢者や知的障害、精神障害のある

方など、判断能力に不安があり、福祉サービスの利

用や生活費の管理に困っている方が地域で安心し

て生活できるようにお手伝いする事業です。 

◇ 日常生活自立支援事業ができること  

・福祉サービスを利用するためのお手伝い 

・日常的なお金の出し入れのお手伝い 

・大切な書類や印鑑などのお預かり 

 

      

      

                   

                
 
 
 

               

   

       

❼ 

寄付報告 皆さまから頂いた物品は、フードバンク事業等での食糧支援や町内福祉施設等へ

配付させていただきます。 

連合栃木芳賀地域協議会 様より 

食料品の寄付（５／２０） 

 

川田一雄 様より 

米の寄付（５／２２） 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾗﾝﾄﾞ 

ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾘｿﾞｰﾄもてぎ 様より 

食料品の寄付（４／２７） 

日常生活自立支援事業のご案内 

◇ 問い合せ先 

あすてらすもてぎ(63-4969) 

生活介護では創作活動や運

動活動だけでなく、工場見学

やレクリエーションなども積極

的に実施しています！ 

 

 

生活介護 就労継続支援 B 型では、

軽作業だけでなく、加工品

の製造や農作業などさま

ざまな種類の作業を取り

入れ、利用者さん一人ひ

とりに応じた、作業を実施

しています。 

就労継続 

支援 B型 

あなたの「安心なくらし」を応援します 

◇ ご利用までの流れ 

① 相談・・・相談内容の秘密は必ず守ります。 

② 訪問・・・専門員がご自宅などを訪問し、困りごとをお

伺いします。 

③ 支援計画の作成・・・支援計画を一緒に考え、作成

します。 

④ 契約・・・支援計画の内容などをご本人に確認いた

だいた後、ご本人と社協で契約を結びます。 

⑤ 支援の開始・・・担当の生活支援員がご自宅などを

訪問し支援計画に基づいてお手伝いします。 

 

 

 

 

 

現在、生活介護に若干名の空きがございます。 

見学なども随時受付中！ 

募集中です！ 利用者さん 
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の献立 

 

鶏のから揚げ、野菜サラダ、 

煮物、その他 

 
問い合わせ  

090-3542-2475（清水） 
 

心配ごと相談所 を開設しています  

善意の登録制度      もの・こと・ひとで持ちつ持たれつ  
 

◎ 活動内容 
 自宅で不要となった物品、食料品、家具・

家電、ボランティアとしてやりたいことや、でき

る技術、知識、アイデアなどを事前に登録し

ておくことで、必要になった方への支援や、事

業・活動をする際の声かけをスムーズに進め

ることができます。 

ご協力よろしくお願いします 

 

 

◎ 生活で必要なもの 

  ・布団（夏物・冬物問わず） 

  ・冷蔵庫（200L～300L） 

  ・米や食料品（賞味期限が１か月以上のもの） 

  ・生活用品（タオル、洗剤、歯ブラシ、洋服など） 

◇ 時 間 

平日 午前９時から午後４時 

（原則１件 30分以内） 

◇ 場 所 

社会福祉協議会事務局内 

相談スペース 

◇ 相談を受ける内容 

 日常生活の悩み事や困りごと、福祉制度

に関すること 

※社協の担当職員が相談に応じますが、相

談内容によっては、他の関係機関と協議

して同席することがあります。 

※事前に電話予約が必要です。 

（電話６３－５１５５） 

 

 

 

の献立 

 

海軍カレー、野菜サラダ、 

その他 

子ども食堂「みんなの台所」って 

どんな場所？ 

 
忙しくしている家族へ食事の提供をする場所 
 
子どもや家族との時間を大切にできる場所 
 
地域の人が集まって交流し、支え合う場所 
       

 

 

みんなの団らんの場    

◇ 場 所   こんこん亭 

（STEP１ビル１階） 

◇ 時 間   午後５時～午後７時 

◇ 料 金   未就学児 無料 

小・中学生 200円 

高校生以上 500円 

み ん な の  
台所  
      


